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	新中期経営計画策定に関するお知らせ
	１．新中期経営計画『FV26』（2024 年度-2026 年度）概要
	当社グループは、2017年に長期的に目指す姿として『MJC Future Vision』を策定し、重点 施策を実現することで、経営理念である「電子計測技術を通して広く社会に貢献する」の実現 に取り組んでおります。今回、大型設備投資と積極的な研究開発投資を行うにあたり、新中期 経営計画の目指すべき重点施策、経営指標をステークホルダーの皆さまにお知らせいたします。
	２．重点施策
	・MJC Future Visionを踏まえ、2026年を最終年度とし、市場成長率を上回る成長を目指します。
	・積極的に設備投資・研究開発へ投資することで、お客様のニーズに応えて共に成長します。
	・サステナビリティへの取り組み、DX推進を成長の機会と捉え、人財育成と組織力を強化し
	推進します。
	・電子計測技術を通して、更なる企業価値の向上と社会貢献に努めます。
	<プローブカード事業>
	・メモリ向けプローブカードは生産能力強化と新技術開発で圧倒的なシェアNo.1を維持します。
	・ノンメモリ向けプローブカードはMEMSタイプの新製品投入によりシェア拡大を目指します。
	・お客様へのサポートを充実させ、より一層のサービスを充実させるとともに、新たなお客様
	とのリレーションを築いていきます。
	<ＴＥ事業>（TE:Test Equipment）
	・コンタクタビジネスの成長により安定収益源を目指します。
	・半導体テスト向けの新製品で、新たな価値を創造し成長を目指します。
	・お客様へのサービスをより充実させることで、フィールドサポート（ポストセールス）を
	第三の収入源とします。
	３．経営指標
	前提条件：プローブカード市場が年平均成長率(2024-2026)7％で成長した場合
	３ヵ年の平均想定為替レート　1ドル＝130円
	４．投資計画
	（注）本資料に記載されている内容は、現時点において入手可能な情報及び一定の前提に基づき作成したものであり、記載された業績目標、将来の計画数値、施策等の実現を確約、保証するものではありません。今後の様々な要因により、実際の成果、業績等は、本資料の記載内容と異なる結果となる可能性があります。
	以上

